
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体へ送信した超音波によるエコーに基づいて前記被検体の画像を時系列順ごとに複
数フレーム分生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段により生成される複数フレームの画像を表示する表示手段と、
　前記画像生成手段により生成される複数フレームの画像のうち、所定フレームの画像に
マークを付与するマーク付与手段と、
　前記画像生成手段により生成された複数フレーム分の画像と、前記複数フレームにおい
て前記マーク付与手段により前記マークが付与された所定の画像の時系列順の位置とを記
憶する第１記憶手段と、
　前記マーク付与手段によりマークが付与された所定フレームが前記第１記憶手段に複数
枚記憶されている場合に、前記マークが付与された所定フレームを時系列順に又は時系列
とは反対順に送るようにオペレータが指示を入力する順送り／反順送り入力手段とを有し
、
　前記表示手段は、前記順送り／反順送り入力手段に入力される指示に基づいて、前記マ
ークが付与され前記第１記憶手段に記憶されている所定フレームを順次表示し、
　前記順次表示される所定フレームをオペレータが見ながら、記憶させたい複数フレーム
範囲の時系列順における最先の位置と最後の位置とをオペレータが前記所定フレームの中
から入力するマーク選択手段と、
　前記マーク選択手段により入力された時系列順における最先の位置と最後の位置とを範
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囲とする前記画像生成手段により生成された複数フレームの画像を記憶する第２記憶手段
と
を有する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記マーク付与手段は、前記画像生成手段が前記被検体の画像を生成する際に、前記所
定のフレームの画像に前記マークを付与する請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記マーク付与手段に前記マークを付与させるための指示をオペレータが入力するマー
ク付与指示手段を有し、
　前記マーク付与指示手段により入力されるオペレータの指示に基づいて、前記所定のフ
レームの画像に前記マークを付与する請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記順送り／反順送り入力手段は、前記マークが付与された所定フレームにおいて、
　時系列順に送る場合において、時系列順の最後のフレームまで送った後には時系列順の
最先のフレームに送り、
　時系列とは反対順に送る場合において、時系列順の最先のフレームまで送った後には時
系列順の最後のフレームに送る請求項１から３のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記マーク付与手段は、前記画像生成手段が所定時間の間隔ごとに生成する所定フレー
ムの画像に対して前記マークを付与する請求項１から４のいずれかに記載の超音波診断装
置。
【請求項６】
　前記マーク付与手段は、前記画像生成手段が所定時間の経過後に生成する所定フレーム
の画像に対して前記マークを付与する請求項１から４のいずれかに記載の超音波診断装置
。
【請求項７】
　前記所定時間の指示をオペレータが入力する時間入力手段を有する請求項５または６に
記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記画像生成手段により生成される複数フレームの画像における時系列での画像変化を
検出する画像変化検出手段を有し、
　前記マーク付与手段は、前記画像変化検出手段により検出される前記画像変化に基づい
て前記マークを付与する請求項１から７のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記被検体に超音波を送信し前記被検体からの前記超音波によるエコーを受信する超音
波プローブと、
　前記超音波プローブの位置変化を検出するプローブ位置変化検出手段とを有し、
　前記マーク付与手段は、前記プローブ位置変化検出手段により検出される前記超音波プ
ローブの位置変化に基づいて前記マークを付与する請求項１から８のいずれかに記載の超
音波診断装置。
【請求項１０】
　前記被検体の心電信号を検出する心電信号検出手段を有し、
　前記マーク付与手段は、前記心電信号検出手段により検出される前記心電信号に基づい
て前記マークを付与する請求項１から９のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　超音波の送受信の際のスキャン条件をオペレータが入力するスキャン条件入力手段を有
し、
　前記マーク付与手段は、前記スキャン条件入力手段によるスキャン条件変更の指示に基
づいて前記マークを付与する請求項１から１０のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
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　前記スキャン条件は、スキャンモード、ＦＯＶ (Field of View)、焦点、音響出力強度
、送信波形、フレームレート、スキャン領域のうちのいずれかである請求項１１に記載の
超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波を用いて被検体の断層像（Ｂモード像）を表示する装置とし
て知られている。超音波診断装置は、リアルタイムな断層撮影が容易にできるなどの利点
があるため、特に、胎児検診や心臓検診などの医療分野において重用されている。
【０００３】
　超音波診断装置には、Ｂモード、Ｍモード、Ｄモードなど様々なモードがある。Ｂモー
ドは、主に、被検体内の静止した臓器の断層像を撮影する際に用いられる。Ｍモードは、
Ｂモード画像における１音線を時系列に表示するモードであり、たとえば、心臓の弁など
動きのある臓器の動きを撮影する際に用いられる。また、Ｄモードは、超音波が移動体に
より反射される時に、移動体の移動速度に比例してエコーの周波数が偏移するドプラ（ｄ
ｏｐｐｌｅｒ）効果を利用するモードであり、たとえば、ドプラ効果による偏移周波数を
用いて血流の移動速度などの血流情報を測定および撮影する際に用いられる。
【０００４】
　超音波診断装置は、シネメモリ（ｃｉｎｅ　ｍｅｍｏｒｙ）と呼ばれる１次記録装置を
備えている。シネメモリは、スキャン（ｓｃａｎ）によって連続的に撮影された被検体の
断層画像を１フレーム（ｆｒａｍｅ）ごとに記録している（たとえば、特許文献１参照）
。
【特許文献１】特開２００２－１１２２５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　シネメモリは、たとえば、高速書き込みが可能であって小さな記憶容量を有するリング
バッファメモリ（ｒｉｎｇ　ｂｕｆｆｅｒ　ｍｅｍｏｒｙ）にて構成されており、生成さ
れた画像により記録容量が満たされた場合、始めに記憶されたフレームの画像が最新のフ
レームの画像によって順次上書きされていく。
【０００６】
　シネメモリに記憶されたフレームの画像は、スキャン停止後においては、画面に再表示
されて利用される。また、シネメモリに記憶されたフレームの画像は、記憶容量が大きい
ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ：ハードディスクドライブ）などの２次記録装
置へ出力されて保存され利用される。なお、２次記録装置として、リム－バブルメディア
（Ｒｅｍｏｖａｂｌｅ　Ｍｅｄｉａ）を用いてもよい。
【０００７】
　シネメモリからＨＤＤへ画像データを出力する際、シネメモリに記憶されているフレー
ムの画像は、全て出力され保存されるだけでなく、必要な範囲のフレームの画像のみを保
存することが可能となっている。必要な範囲のフレームの画像のみを保存することによっ
て、被検体を診断する際に不要な画像が表示されなくなるため、診断者は効率的に診断す
ることが可能となる。また、ＨＤＤに不要なフレームの画像が記録されないため、ＨＤＤ
の記録容量を効率的に利用することが可能となる。
【０００８】
　従来において、必要な範囲のフレームの画像のみをシネメモリからＨＤＤに保存する際
、オペレータ（ｏｐｅｒａｔｏｒ）は、各フレームの画像を画面に順に再表示させ、トラ
ックボール（ｔｒａｃｋ　ｂａｌｌ）などの操作デバイスを用いてフレームの巻戻しと早
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送りとをする操作を繰り返し、必要な範囲のフレームのスタート部とエンド部とを設定し
ていた。
【０００９】
　このように、従来においては、フレームの巻戻しと早送りとをする操作を繰り返すなど
の煩雑な操作を実施することによって、必要な範囲を設定していたため、オペレータの負
担が大きくなり操作効率が低下していた。
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、煩雑な操作を軽減して操作効率を向上することができる
超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の超音波診断装置は、被検体へ送信した超音波によ
るエコーに基づいて前記被検体の画像を時系列順ごとに複数フレーム分生成する画像生成
手段と、前記画像生成手段により生成される複数フレームの画像のうち、所定フレームの
画像にマークを付与するマーク付与手段と、前記画像生成手段により生成された複数フレ
ーム分の画像と、前記複数フレームにおいて前記マーク付与手段により前記マークが付与
された所定フレームの画像の時系列順の位置とを記憶する第１記憶手段とを有する。
【００１２】
　以上により、本発明は、被検体へ送信した超音波によるエコーに基づいて被検体の画像
を画像生成手段により時系列順ごとに複数フレーム分生成する。そして、画像生成手段に
よって生成される複数フレームの画像のうち、所定フレームの画像にマークをマーク付与
手段により付与する。そして、画像生成手段によって生成された複数フレーム分の画像と
、複数フレームにおいてマーク付与手段によってマークが付与された所定フレームの画像
の時系列順の位置とを、第１記憶手段により記憶する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、煩雑な操作を軽減して操作効率を向上することができる超音波診断装
置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下より、本発明にかかる実施形態について説明する。
【００１５】
　図１は、本発明にかかる実施形態の超音波診断装置１の全体構成を示すブロック（ｂｌ
ｏｃｋ）図である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態の超音波診断装置１は、超音波プローブ（ｐｒｏｂｅ）
１１と、送受信部１２と、データ処理部１３と、シネメモリ１４と、ＨＤＤ１５と、表示
部１６と、制御部１７と、入力部１８とを有する。
【００１７】
　なお、ここで、本実施形態のシネメモリ１４は、本発明の第１記憶手段に相当する。そ
して、本実施形態のＨＤＤ１５は、本発明の第２記憶手段に相当する。そして、本実施形
態の表示部１６は、本発明の表示手段に相当する。そして、本実施形態の入力部１８は、
本発明の入力手段に相当する。
【００１８】
　超音波プローブ１１は、振動子（図示なし）がアレイ（ａｒｒａｙ）状に配列されて構
成されている。それぞれの振動子は、たとえば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛）セラミ
ックス（ｃｅｒａｍｉｃｓ）などの圧電材料により構成されている。超音波プローブ１１
は、オペレータによって被検体に当接して使用され、制御部１７からの指令により送受信
部１２から送信される駆動信号に基づいて、超音波を被検体内に送信し、被検体内から返
ってくる超音波のエコーを振動子によって検出する。また、超音波プローブ１１には、超
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音波プローブ１１の位置を検出するセンサ（図示なし）が設けられている。
【００１９】
　送受信部１２は、超音波プローブ１１に接続されており、制御部１７からの指令に基づ
いて、超音波プローブ１１に駆動信号を与えて超音波を被検体内に送波させ、超音波プロ
ーブ１１が検出したエコーに基づく受信信号をデータ処理部１３に出力する。たとえば、
送受信部１２は、超音波プローブ１１に駆動信号を送信し、超音波の音線の方位を所定量
ずつ変位させながら、所定の時間間隔で繰り返して超音波を送波させる。そして、超音波
プローブ１１に受信されたエコーに増幅、遅延、加算などの処理を実施して、受信信号を
生成する。
【００２０】
　データ処理部１３は、制御部１７からの指令に基づいて、各種のデータ処理を実施する
。
【００２１】
　図２は、データ処理部１３の構成を示すブロック図である。
【００２２】
　図２に示すように、データ処理部１３は、画像生成部２０と、画像変化検出部３１と、
プローブ位置変化検出部３２と、心電信号検出部３３と、マーク付与部４１とを有する。
【００２３】
　なお、ここで、本実施形態の画像生成部２０は、本発明の画像生成手段に相当する。そ
して、本実施形態の画像変化検出部３１は、本発明の画像変化検出手段に相当する。そし
て、本実施形態のプローブ位置変化検出部３２は、本発明のプローブ位置変化検出手段に
相当する。そして、本実施形態の心電信号検出部３３は、本発明の心電信号検出手段に相
当する。そして、本実施形態のマーク付与部４１は、本発明のマーク付与手段に相当する
。
【００２４】
　画像生成部２０は、送受信部１２に接続されており、制御部１７からの指令に基づいて
、送受信部１２が出力する受信信号を処理して、被検体の画像を時系列順ごとに複数フレ
ーム分生成し、シネメモリ１４に出力する。画像生成部２０は、たとえば、対数増幅部（
図示なし）と包絡線検波部（図示なし）とＢモード画像生成部（図示なし）を有しており
、Ｂモード画像を生成する。この場合、画像生成部２０は、送受信部１２が出力する受信
信号を対数増幅部によって対数増幅し、包絡線検波部によって包絡線を検波した後、Ｂモ
ード画像生成部によってＢモードの画像をフレーム毎に生成する。
【００２５】
　画像変化検出部３１は、制御部１７からの指令に基づいて、画像生成部２０により生成
される複数フレームの画像における時系列での画像変化を検出し、マーク付与部４１に出
力する。
【００２６】
　プローブ位置変化検出部３２は、制御部１７からの指令に基づいて、超音波プローブ１
１の位置変化をセンサにより検出し、マーク付与部４１に出力する。
【００２７】
　心電信号検出部３３は、制御部１７からの指令に基づいて、被検体の心電信号を検出し
、マーク付与部４１に出力する。
【００２８】
　マーク付与部４１は、以下に示すように、制御部１７からの指令に基づいて、画像生成
部２０により生成される複数フレームの画像のうち、所定フレームの画像にマークを付与
する。
【００２９】
　たとえば、マーク付与部４１は、入力部１８に入力されるオペレータからの指示に基づ
いて、所定のフレームの画像にマークを付与する。マーク付与部４１は、後述する入力部
１８のマーク付与指示入力部５１を用いて指示されたフレームの画像に対してマークを付
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与する。また、たとえば、超音波の送受信の際において、スキャンモード、ＦＯＶ（Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｏｆ　Ｖｉｅｗ）、焦点、音響出力強度、送信波形、フレームレート、スキャン
領域（画角など）のスキャン条件変更の指示がオペレータにより入力部１８に入力された
場合、その指示に基づいて、マーク付与部４１は所定のフレームの画像にマークを自動的
に付与する。なお、本実施形態においては、マーク付与部４１により所定のフレームの画
像にマークが付与される際、表示部１６に表示される画面の所定個所に、あらかじめ設定
された色彩のマークが表示される。
【００３０】
　そして、たとえば、マーク付与部４１は、画像生成部２０が所定時間の間隔ごとに生成
する所定フレームの画像に対してマークを付与する。つまり、マーク付与部４１は、画像
生成部２０により生成された複数フレームの画像において、たとえば、１秒間隔ごとに生
成されるフレームの画像にマークをそれぞれ付与する。この場合においても同様に、表示
部１６に表示される画面の所定個所にマークが表示されるが、本実施形態においては、前
述の場合のマークと異なる色彩となるようにマークの色彩が設定される。
【００３１】
　また、マーク付与部４１は、画像生成部２０が所定時間の経過後に生成する所定フレー
ムの画像に対してマークを付与する。つまり、マーク付与部４１は、画像生成部２０によ
り生成された複数フレームの画像において、たとえば、スキャン開始から１０秒経過後の
フレームの画像にマークを付与する。そして、前述のそれぞれの場合のマークと異なる色
彩となるようにマークの色彩が設定され表示部１６に表示される。
【００３２】
　そして、マーク付与部４１は、画像変化検出部３１により検出される時系列での画像変
化に基づいてマークを付与する。たとえば、マーク付与部４１は、画像変化検出部３１に
より検出される時系列での画像の変化率をしきい値と比較し、その比較した結果に基づい
てマークを付与する。つまり、マーク付与部４１は、時系列で並ぶ画像において、たとえ
ば、輝度の変化率が予め設定された所定範囲を外れた場合、その時系列順のフレームの画
像にマークを付与する。具体的には、マーク付与部４１は、フレーム間の相関係数を計算
し、あるしきい値よりも相関係数が低い場合、マークを付与する。そして、前述のそれぞ
れの場合のマークと異なる色彩となるようにマークの色彩が設定され表示部１６に表示さ
れる。これにより、たとえば、スキャン開始時やスキャン終了時などの画像変化が大きい
場合のフレームにマークが付与される。
【００３３】
　そして、マーク付与部４１は、プローブ位置変化検出部３２により検出される超音波プ
ローブ１１の位置変化に基づいてマークを付与する。たとえば、マーク付与部４１は、プ
ローブ位置変化検出部３２により検出される超音波プローブ１１の位置の変化率をしきい
値と比較し、その比較した結果に基づいてマークを付与する。つまり、マーク付与部４１
は、時系列で並ぶ画像において、たとえば、プローブの位置の変化率が予め設定された所
定範囲を外れた場合、その時系列順のフレームの画像にマークを付与する。具体的には、
マーク付与部４１は、あらかじめ指定した領域内にプローブ１１が移動した場合に、マー
クを付与する。そして、前述のそれぞれの場合のマークと異なる色彩となるようにマーク
の色彩が設定され表示部１６に表示される。これにより、たとえば、超音波プローブ１１
が指定距離分だけ移動する場合、移動が停止した場合、指定位置に到達した場合などにお
けるフレームにマークが付与される。
【００３４】
　また、マーク付与部４１は、心電信号検出部３３により検出される被検体の心電信号に
基づいてマークを付与する。たとえば、マーク付与部４１は、心電信号検出部３３により
検出される心電信号のＲ波に対応してマークを付与する。つまり、マーク付与部４１は、
心電信号検出部３３により検出される心電信号のＲ波の時間間隔が予め設定された所定範
囲を外れた場合、その時系列順のフレームの画像にマークを付与する。そして、前述のそ
れぞれの場合のマークと異なる色彩となるようにマークの色彩が設定され表示部１６に表
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示される。これにより、たとえば、心拍異常の際のフレームにマークが付与され、また、
心拍に同期するようにフレームにマークが付与される。
【００３５】
　以上のように、マーク付与部４１は、超音波を被検体にスキャンして画像生成部２０が
被検体の画像を生成する際に所定フレームの画像へマークをリアルタイムに付与すること
ができる。また、マーク付与部４１は、スキャン後にシネメモリ１４に出力された画像の
所定フレームに対して、マークを付与することができる。なお、本実施形態において、マ
ーク付与部４１は、上述したように、オペレータからの指示、所定時間の間隔、所定経過
時間、時系列での画像変化、超音波プローブ１１の位置変化、心電信号に基づいて、マー
クを付与する。そして、上述したように、それぞれの場合に応じて異なる色彩のマークを
各フレームの画像に表示させる。
【００３６】
　シネメモリ１４は、データ処理部１３と接続されており、制御部１７からの指令に基づ
いて、データ処理部１３の画像生成部２０により生成された複数フレーム分の画像と、デ
ータ処理部１３のマーク付与部４１によりマークが付与された所定フレームの画像の時系
列順の位置とを記憶する。シネメモリ１４は、たとえば、リングバッファにより構成され
ており、データ処理部１３の画像生成部２０により生成された画像データを画像のフレー
ム毎に順次記憶し、複数フレームの画像により記録容量が満たされた場合、始めに記憶さ
れたフレームの画像が最新のフレームの画像によって順次上書きされていく。
【００３７】
　ＨＤＤ１５は、制御部１７からの指令に基づいて、シネメモリ１４により記憶されてい
る画像が出力され記憶する。ＨＤＤ１５は、シネメモリ１４よりも記憶容量が大きい。ま
た、ＨＤＤ１５は、後述する入力部１８のマーク選択入力部５２により選択された所定フ
レームの時系列順の位置に基づいて、シネメモリ１４に記憶されている所定フレームの画
像を記憶する。
【００３８】
　表示部１６は、たとえば、カラー画像が表示可能なグラフィックディスプレイ（ｇｒａ
ｐｈｉｃ　ｄｉｓｐｌａｙ）とＤＳＣ（Ｄｉｄｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ
）とを用いて構成されている。表示部１６は、シネメモリ１４に接続されており、制御部
１７からの指令に基づいて、シネメモリ１４に記憶されているフレームの画像をＤＳＣに
より映像信号に変換し、グラフィックディスプレイの表示画面に可視情報を表示する。
【００３９】
　制御部１７は、コンピュータ（ｃｏｍｐｕｔｅｒ）およびプログラム（ｐｒｏｇｒａｍ
）とにより構成されている。制御部１７は、超音波プローブ１１と、送受信部１２と、デ
ータ処理部１３と、シネメモリ１４と、ＨＤＤ１５と、表示部１６と接続されており、入
力部１８からの指令に基づいて各部に制御信号を与え動作を制御する。
【００４０】
　入力部１８は、たとえば、キーボード（ｋｅｙｂｏａｒｄ）、タッチパネル（ｔｏｕｃ
ｈ　ｐａｎｅｌ）、トラックボール（ｔｒａｃｋ　ｂａｌｌ）、フットスイッチ（ｆｏｏ
ｔ　ｓｗｉｃｈ）、音声入力装置などの入力装置により構成されている。入力部１８は、
オペレータからの指示が入力され、入力された指示に基づいて制御部１７に指令を出力す
る。
【００４１】
　図３は、入力部１８の構成を示すブロック図である。
【００４２】
　図３に示すように、入力部１８は、マーク付与指示入力部５１と、マーク選択入力部５
２と、順送り入力部５３と、反順送り入力部５４と、時間入力部５５とを有する。
【００４３】
　なお、ここで、本実施形態のマーク付与指示入力部５１は、本発明のマーク付与指示手
段に相当する。そして、本実施形態のマーク選択入力部５２は、本発明のマーク選択手段
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に相当する。そして、本実施形態の順送り入力部５３は、本発明の順送り入力手段に相当
する。そして、本実施形態の反順送り入力部５４は、本発明の反順送り入力手段に相当す
る。そして本実施形態の時間入力部５５は、本発明の時間入力手段に相当する。
【００４４】
　マーク付与指示入力部５１は、マーク付与部４１にマークを付与させる指示をオペレー
タが入力するために設けられている。マーク付与指示入力部５１は、たとえば、入力部１
８のキーボードの所定キーをオペレータが押すことにより、マーク付与部４１にマークを
付与させる指示が入力される。そして、マーク付与指示入力部５１により指示されたフレ
ームの画像に対して、マーク付与部４１がマークを付与する
【００４５】
　マーク選択入力部５２は、マーク付与部４１によりマークが付与されシネメモリ１４に
より記憶されている所定フレームの時系列順の位置を、オペレータが選択し入力するため
に設けられている。マーク選択入力部５２は、たとえば、入力部１８のキーボードの所定
のキーをオペレータが押すことにより、シネメモリ１４に記憶されている所定フレームの
時系列順の位置を選択する指示が入力される。そして、マーク選択入力部５２により選択
された時系列順の位置に基づいて、シネメモリ１４に記憶されている所定フレームの画像
をＨＤＤ１５に出力して記憶させる。たとえば、マーク選択入力部５２は、マーク付与部
４１によりマークが付与されシネメモリ１４により記憶されている所定フレームの時系列
順の位置において、ＨＤＤ１５に出力して記憶させたい範囲の時系列順の最先の位置と最
後の位置とをマーク選択入力部５２により入力し、その選択された範囲のフレームの画像
をシネメモリ１４からＨＤＤ１５に出力させて記憶させる。
【００４６】
　順送り入力部５３は、マーク付与部４１によりマークが付与された所定フレームがシネ
メモリ１４に複数枚記憶されている場合に、マークが付与された所定フレームを時系列順
に送るように、オペレータが指示を入力するために設けられている。順送り入力部５３は
、たとえば、入力部１８のキーボードの所定のキーをオペレータが押すことにより、シネ
メモリ１４に記憶されている所定フレームの時系列順にコマ送りする指示が入力される。
この時、表示部１６においては、順送り入力部５３に入力される指示に基づいて、マーク
が付与されシネメモリ１４に記憶されている所定フレームがコマ送りされて順次表示され
る。なお、順送り入力部５３は、マークが付与された所定フレームにおいて、時系列順の
最後のフレームまで送った後には時系列順の最先のフレームに送る。
【００４７】
　反順送り入力部５４は、マーク付与部４１によりマークが付与された所定フレームがシ
ネメモリ１４に複数枚記憶されている場合に、マークが付与された所定フレームを時系列
順と反対の順序で送るように、オペレータが指示を入力するために設けられている。反順
送り入力部５４は、たとえば、入力部１８のキーボードの所定のキーをオペレータが押す
ことにより、シネメモリ１４に記憶されている所定フレームの時系列順と反対の順序にコ
マ送りする指示が入力される。この時、表示部１６においては、反順送り入力部５４に入
力される指示に基づいて、マークが付与されシネメモリ１４に記憶されている所定フレー
ムが時系列順の反対方向にコマ送りされて順次表示される。なお、反順送り入力部５４は
、マークが付与された所定フレームにおいて、時系列順の最先のフレームまで送った後に
は時系列順の最後のフレームに送る。
【００４８】
　時間入力部５５は、所定時間の間隔毎と所定時間の経過後との少なくとも一方にマーク
付与部４１が所定フレームの画像へマークを付与する際に、その所定時間の指示をオペレ
ータが入力するために設けられている。時間入力部５５は、たとえば、入力部１８のキー
ボードの所定のキーをオペレータが押すことにより、所定時間の指示が入力される。そし
て、時間入力部５５により入力された所定時間の指示に基づいて、マーク付与部４１が所
定時間の間隔毎と所定時間経過後との少なくとも一方で所定フレームの画像にマークを付
与する。
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【００４９】
　つぎに、本発明にかかる実施形態の超音波診断装置を用いる超音波撮影方法について説
明する。
【００５０】
　まず、オペレータは超音波プローブ１１を被検体の撮影個所に当てる。そして、入力部
１８を操作して、たとえば、Ｂモードでの撮影を行うための操作を入力する。Ｂモードで
の撮影おいては、送受信部１２が超音波プローブ１１を用いて被検体の内部を音線順次に
スキャンしてエコーを受信し、エコーに基づく受信信号をデータ処理部１３に出力する。
【００５１】
　そして、データ処理部１３の画像生成部２０により、送受信部１２からの受信信号に対
して対数増幅ユニットにより対数増幅し、包絡線検波ユニットにより包絡線を検波してＢ
モードの画像を時系列順に複数フレーム分生成し、シネメモリ１４に出力する。そして、
表示部１６により、シネメモリ１４に記憶されているフレームの画像をＤＳＣにより映像
信号に変換し、グラフィックディスプレイの表示画面に可視情報をリアルタイムに表示す
る。
【００５２】
　ここで、被検体に超音波をスキャンして画像生成部２０が被検体のＢモード画像を生成
する際に、マーク付与部４１を用いることによって、画像生成部２０により生成される複
数フレームの画像のうち、所定フレームの画像にマークをリアルタイムに付与する。
【００５３】
　たとえば、マーク付与部４１を用いることによって、入力部１８に入力されるオペレー
タからの指示に基づいて、所定のフレームの画像にマークを付与する。この場合、たとえ
ば、入力部１８のマーク付与指示入力部５１を用いてオペレータが指示したフレームの画
像に対して、マーク付与部４１がマークを付与する。また、マーク付与部４１は、超音波
の送受信の際において、スキャンモード、ＦＯＶ（Ｆｉｅｌｄ　Ｏｆ　Ｖｉｅｗ）、焦点
、音響出力強度、送信波形、フレームレート、画角などのスキャン条件変更の指示がオペ
レータにより入力部１８に入力された場合、その指示に基づいて、所定のフレームの画像
にマークを自動的に付与する。
【００５４】
　また、たとえば、マーク付与部４１を用いることによって、画像生成部２０が所定時間
の間隔ごとに生成する所定フレームの画像に対してマークを付与し、画像生成部２０が所
定時間の経過後に生成する所定フレームの画像に対してマークを付与する。この場合、マ
ーク付与部４１は、予め設定された所定時間に基づいて、マークを付与する。また、時間
入力部５５を用いてオペレータにより入力された所定時間に基づいて、マーク付与部４１
は、マークを付与する。
【００５５】
　また、たとえば、画像変化検出部３１により検出される時系列での画像変化に基づいて
、マーク付与部４１を用いることによってマークを付与する。また、プローブ位置変化検
出部３２により検出される超音波プローブ１１の位置変化に基づいて、マーク付与部４１
を用いることによりマークを付与する。また、心電信号検出部３３により検出される被検
体の心電信号に基づいて、マーク付与部４１を用いることによってマークを付与する。
【００５６】
　そして、データ処理部１３の画像生成部２０により生成された複数フレーム分の画像と
、テータ処理部１３のマーク付与部４１によりマークが付与された所定フレームの画像の
時系列順の位置とが、シネメモリ１４に出力され記憶される。データ処理部１３の画像生
成部２０により生成された画像データは、画像のフレーム毎に順次、シネメモリ１４に記
憶され、シネメモリ１４の記録容量が満たされた場合、始めに記憶されたフレームの画像
が最新のフレームの画像によって、順次、上書きされる。
【００５７】
　スキャン終了後においては、シネメモリ１４に記憶されたフレームの画像は、画面に再
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表示されて利用される。また、シネメモリ１４に記憶されたフレームの画像は、シネメモ
リ１４よりも記憶容量が大きなＨＤＤ１５へ出力されて保存されて任意に利用される。シ
ネメモリ１４からＨＤＤ１５へ画像を出力する際、シネメモリに記憶されている画像は、
全てのフレームの画像が出力され保存されるだけでなく、必要な範囲のみを設定して保存
する。
【００５８】
　図４は、シネメモリ１４に記憶されている複数フレームの画像のうち、所定範囲のフレ
ームを選択してＨＤＤ１５に保存する方法を説明するための図である。図４においては、
２５フレーム分の画像が時系列順にシネメモリ１４に記憶されていることを示している。
そして、図４においては、マーク付与指示入力部５１に入力されるオペレータからの指示
に基づいて、マーク付与部４１が時系列順の５番目と１５番目とのフレームの画像に、第
１のマークＭ１と第２のマークＭ２とをそれぞれ付与したことを示している。また、図４
においては、画像変化検出部３１により検出される時系列での画像変化に基づいて、マー
ク付与部４１が、時系列順の２０番目のフレームの画像に、第３のマークＭ３を付与した
ことを示している。
【００５９】
　シネメモリ１４に記憶されている複数フレームの画像のうち、所定範囲のフレームを選
択する際には、マーク選択入力部５２を用いる。たとえば、オペレータが、マーク選択入
力部５２を用いて、シネメモリ１４に記憶されマークが付与されているフレームの時系列
順の位置を入力し、所定範囲のフレームを設定する。つまり、オペレータがマーク選択入
力部５２を用いて第１のマークＭ１と第３のマークＭ３とを選択し、時系列順の５番目か
ら２０番目までの範囲のフレームを設定する。そして、選択された範囲のフレームの画像
をシネメモリ１４からＨＤＤ１５に出力して記憶させる。
【００６０】
　ここで、マーク選択入力部５２を用いて所定範囲のフレームを選択する際には、順送り
入力部５３と反順送り入力部５４とを用いてもよい。図４の矢印Ａと矢印Ｂにそれぞれ示
すように、オペレータは、順送り入力部５３と反順送り入力部５４とを用いて、マークが
付与された所定フレームを時系列順または時系列順と反対方向にコマ送りさせて、表示部
１６に表示させる。そして、順送り入力部５３と反順送り入力部５４とにより表示された
画像を確認しながら、オペレータは、前述のように、マーク選択入力部５２を用いて所定
範囲のフレームを選択して、選択された範囲のフレームの画像をシネメモリ１４からＨＤ
Ｄ１５に出力して記憶させる。
【００６１】
　上記のように、本実施形態は、被検体へ送信した超音波によるエコーに基づいて被検体
の画像を画像生成部２０により時系列順ごとに複数フレーム分生成する。そして、画像生
成部２０によって生成される複数フレームの画像のうち、所定フレームの画像にマークを
マーク付与部４１により付与する。そして、画像生成部２０によって生成された複数フレ
ーム分の画像と、複数フレームにおいてマーク付与部４１によってマークが付与された所
定フレームの画像の時系列順の位置とを、シネメモリ１４により記憶する。そして、マー
ク付与部４１によりマークが付与されシネメモリ１４に記憶されている所定フレームの時
系列順の位置を、マーク選択入力部５２を用いてオペレータが選択し入力する。そして、
マーク選択入力部５２により選択された所定フレームの時系列順の位置に基づいて、シネ
メモリ１４に記憶されている所定フレームの画像をＨＤＤ１５に記憶する。本実施形態は
、複数フレーム分の画像において所定フレームの画像にマークを付与して記憶し、マーク
が付与されたフレームの画像を選択してＨＤＤ１５に記憶させることができる。このため
、従来のように全部のフレームを確認するなどの煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上
することができる。
【００６２】
　また、本実施形態は、オペレータからの指示を入力する入力部１８を有し、マーク付与
部４１は、入力部１８に入力されるオペレータからの指示に基づいて、所定のフレームの
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画像にマークを付与する。超音波の送受信の際において、スキャン条件変更の指示がオペ
レータにより入力部１８に入力された場合に、所定のフレームの画像にマークが自動的に
付与される。自動的にマークが付与されるため、煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上
することができる。
【００６３】
　そして、本実施形態は、マーク付与部４１にマークを付与させる指示をオペレータが入
力するために、マーク付与指示入力部５１が入力部１８に設けられている。このため、オ
ペレータが所望なフレームにマークを付与することができるため、煩雑な操作が軽減され
、操作効率を向上することができる。
【００６４】
　また、本実施形態は、マークが付与された所定フレームを時系列順に送るようにオペレ
ータが指示を入力する順送り入力部５３と、マークが付与された所定フレームを時系列順
と反対の順序で送るようにオペレータが指示を入力する反順送り入力部５４とが、入力部
１８に設けられている。そして、表示部１６は、順送り入力部５３と反順送り入力部５４
とに入力される指示に基づいて、マークが付与されシネメモリ１４に記憶されている所定
フレームを順次表示する。また、順送り入力部５３は、マークが付与された所定フレーム
において、時系列順の最後のフレームまで送った後には、時系列順の最先のフレームに送
る。一方、反順送り入力部５４は、マークが付与された所定フレームにおいて、時系列順
の最先のフレームまで送った後には、時系列順の最後のフレームに送る。このように、オ
ペレータは、マークが付与された所定フレームを任意かつ容易に表示させて確認すること
ができるため、煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上することができる。
【００６５】
　そして、本実施形態は、画像生成部２０がスキャン中に所定時間の間隔ごとに生成する
所定フレームの画像に対して、マーク付与部４１を用いてマークを付与する。さらに、画
像生成部２０がスキャン中に所定時間の経過後に生成する所定フレームの画像に対して、
マーク付与部４１を用いてマークを付与する。また、入力部には、所定時間の指示をオペ
レータが入力する時間入力部５５が設けられており、マーク付与部４１が所定フレームの
画像へマークを付与する際の所定時間が入力される。このように、所望な時間のフレーム
の画像にマークが自動的に付与されるため、煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上する
ことができる。
【００６６】
　また、本実施形態は、画像生成部２０により生成される複数フレームの画像における時
系列での画像変化を検出する画像変化検出部３１を有し、画像変化検出部３１により検出
される画像変化に基づいてマーク付与部４１がマークを所定フレームの画像に付与する。
このように、時系列における画像変化に対応してフレームの画像にマークが自動的に付与
されるため、煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上することができる。
【００６７】
　そして、本実施形態は、超音波プローブ１１の位置変化を検出するプローブ位置変化検
出部３２を有し、プローブ位置変化検出部３２により検出される超音波プローブ１１の位
置変化に基づいてマーク付与部４１がマークを付与する。このように、超音波プローブ１
１の位置変化に対応してフレームの画像にマークが自動的に付与されるため、煩雑な操作
が軽減され、操作効率を向上することができる。
【００６８】
　また、本実施形態は、被検体の心電信号を検出する心電信号検出部３３を有し、心電信
号検出部３３により検出される心電信号に基づいてマーク付与部４１がマークを付与する
。このように、被検体の心電信号に対応してフレームの画像にマークが自動的に付与され
るため、煩雑な操作が軽減され、操作効率を向上することができる。
【００６９】
　なお、本発明の実施に際しては、上記の実施形態に限定されるものではなく、種々の変
形形態を採用することできる。
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【００７０】
　たとえば、順送り入力手段と反順送り入力手段は、マーク付与入力手段によるオペレー
タからの指示に基づくマークと、オペレータの指示以外に基づくマークとを区別して、コ
マ送りできるように構成されていてもよい。
【００７１】
　また、たとえば、本実施形態において、マーク付与手段は、オペレータからの指示、所
定時間の間隔、所定経過時間、時系列での画像変化、超音波プローブ１１の位置変化、心
電信号に基づいてマークを付与するが、いずれかの場合のみであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】図１は、本発明にかかる実施形態の超音波診断装置の全体構成を示すブロック図
である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る超音波診断装置のデータ処理部の構成を示すブ
ロック図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る超音波診断装置の入力部の構成を示すブロック
図である。
【図４】図４は、シネメモリに記憶されている複数フレームの画像のうち、所定範囲のフ
レームを選択してＨＤＤに保存する方法を説明するための図である。
【符号の説明】
【００７３】
１：超音波診断装置、１１：超音波プローブ、１２：送受信部、１３：データ処理部、１
４：シネメモリ、１５：ＨＤＤ、１６：表示部、１７：制御部、１８：入力部１８、２０
：画像生成部、３１：画像変化検出部、３２：プローブ位置変化検出部、３３：心電信号
検出部、４１：マーク付与部、５１：マーク付与指示入力部、５２：マーク選択入力部、
５３：順送り入力部、５４：反順送り入力部、５５：時間入力部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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